
家庭で生ごみを処理してみませんか？
　生ごみ処理機を利用し堆肥化することは、ごみの減量化や地球環境を守るための有効的な手段の一つでもあり、地
球温暖化対策に大きく貢献します。
　生ごみは燃やせるごみの区分となっていますが、時間をかけて処理すれば資源となります。生ごみ処理機を活用し、
ご家庭でごみの減量化や堆肥化をしてみませんか？

商品券で、最高20,000円分の報償金が受けられます
　本宮市では、生ごみ処理機を購入し、家庭から排出されるごみの減量化および堆肥化を図り、資源の再生化に協力
していただいた方に対して、報償金（本宮商品券）を交付しています。

【報償金の額】

※500円未満の端数は切り捨てになります。

【次の方は、報償金の交付対象になりません】
◦以前の報償金の交付から５年を経過していない方または世帯。
◦堆肥化し再資源化を図るのではなく、破砕して下水などに流すだけの処理機を購入した方。
【申請手続き】
　本宮市生ごみ減量化推進報償金交付申請書に、領収書と購入した処理機のカタログを添付して、生活安全課環境保
全係または、白沢総合支所市民福祉課生活環境係に提出してください。
※申請の際は印鑑をお持ちください。

◆問い合わせ先
　本宮市役所生活安全課環境保全係　　☎33−1111（内線114）
　白沢総合支所市民福祉課生活環境係　☎44−2114

〜ごみは正しく分別しましょう〜
　ステーションに出されているごみの中で、分別がよく間違われてい
るものを紹介します。

【燃やせるごみ】
　プラスチック製容器包装の袋に間違って入っていた事例です。素材
が間違いやすいものではありますが、これらは『燃やせるごみ（黄色）』
の袋に入れて出してください。

◆問い合わせ先
　もとみやクリーンセンター　　　　　☎33−5499
　本宮市役所生活安全課環境保全係　　☎33−1111（内線114）
　白沢総合支所市民福祉課生活環境係　☎44−2114

区　　　　分 報償金の交付額 報償金の限度額 報償金の対象個数

生ごみ処理器（コンポスト・EMボカシ器） 購入価格の１／２ 2,000円 １世帯２基まで

電動式生ごみ処理機 購入価格の１／２ 20,000円 １世帯１基まで

スポンジ ビデオテープ
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災害時にはお世話になります
　～南達建設業組合と
　　　災害時支援で協定締結～

▲佐藤市長と協定書を取り交わす村田社長（左）

▲協定書を取り交わす佐藤市長（中央）と石橋組合長（右から２
人目）、南達建設業組合の皆さん

　本宮市は、12月24日に南達建設業組合（石橋英雄組
合長）と、「災害時における救急対策業務の支援に関
する協定」を締結しました。
　この協定により、地震、大雨などの自然災害で市内
の道路や河川などの公共土木施設が被災した場合、南
達建設業組合に建設機械や作業員のご支援をいただ
き、被害の拡大防止や早期復旧にご協力いただくこと
になります。

ご長寿
おめでとうございます

　12月21日に、菅野ヤスさん（仁井田
字桝形）が百歳を迎えられました。
　賀寿のお祝いは自宅で行われ、佐藤市
長や矢島義謙市議会議長など多くの皆さ
んから、祝状、祝金や花束などが贈られ
ました。
　ヤスさんは大変お元気で、趣味は切り
絵・押し花です。長寿の秘訣は、「怒ら
ないこと。三食きちんと食べること」だ
そうです。これからも一層元気に長生き
してください。
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五百川小学校
遠藤愛子さん
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五百川小学校
小泉ときさん
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